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来
本
健
作
（
無
会
派
）

小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
エ
ア

コ
ン
の
取
り
替
え
を
順
次

行
っ
て
い
る
。
一
定
の
め
ど
が

立
っ
た
段
階
で
特
別
教
室
へ
の

設
置
検
討
を
行
い
、
維
持
管
理

費
用
等
も
考
慮
し
な
が
ら
普
通

教
室
へ
の
設
置
を
考
え
た
い
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

問
本
市
で
の
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

答
小
学
６
年
生
が
中
学
校
の

行
事
等
に
参
加
す
る
な
ど

小
中
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い

る
。
今
後
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
進
め
て
い
く
中
で
、

次
世
代
の
学
校
の
あ
り
方
を
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

１　

小
中
学
生
の
睡
眠
、
食
事

　

及
び
健
康

２　

ス
マ
ホ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

３　

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動

４　

教
職
員
の
労
働
環
境

５　

学
校
統
廃
合

竹
内
滋
泰
（
自
民
党
市
議
団
）

里
帰
り
出
産
の

今
後
の
取
り
組
み
は

問
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

重
要
な
施
策
と
考
え
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
民
病
院
の
産
婦
人
科
は

常
勤
医
が
５
人
に
な
り
、

里
帰
り
出
産
を
希
望
す
る
方
を

可
能
な
限
り
受
け
入
れ
で
き
る

体
制
と
な
っ
た
。
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
引
き
続
き
確

保
し
て
い
く
。

三
河
三
谷
駅
の
無
人
化

に
つ
い
て

問
無
人
化
の
概
要
と
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

答
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、
案
内

セ
ン
タ
ー
の
係
員
が
遠
隔

で
利
用
者
に
対
応
す
る
シ
ス
テ

ム
を
10
月
か
ら
稼
動
す
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
自

動
券
売
機
の
利
用
が
始
発
か
ら

終
電
ま
で
可
能
と
な
る
半
面
、

駅
係
員
が
不
在
と
な
り
、
あ
ま

り
駅
を
利
用
し
な
い
方
へ
の
サ

ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

シ
ス
テ
ム
稼
動
前
に
は
、
広
報

で
周
知
を
図
る
。

日
恵
野
佳
代
（
無
会
派
・
日
本
共
産
党
）

豊
か
な
三
河
湾
と
ア
サ
リ
を

守
る
た
め
に

問
最
近
の
ア
サ
リ
の
不
漁
に
、

し
ゅ
ん
せ
つ
に
よ
る
く
ぼ

地
な
ど
、
深
水
域
で
の
貧
酸
素

水
塊
の
発
生
の
影
響
が
あ
る
が
、

市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
は
、

県
水
産
試
験
場
の
定
期
的

な
調
査
に
よ
り
、
三
河
湾
内
の

広
範
囲
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

国
の
対
策
と
し
て
、
し
ゅ
ん
せ

つ
土
に
よ
る
埋
め
戻
し
が
行
わ

れ
、
水
質
環
境
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問
海
の
水
質
浄
化
に
有
効
な

浅
場
、
干
潟
造
成
の
候
補

地
に
竹
島
東
部
、
三
谷
、
大
塚

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
早
く

施
工
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

る
べ
き
で
は
。

答
調
査
施
工
地
に
大
塚
地
区

が
選
定
さ
れ
た
。
市
と
し

て
は
調
査
等
の
早
期
実
施
と
浅

場
、
干
潟
造
成
の
推
進
を
国
な

ど
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

１　

自
転
車
が
た
の
し
い
ま
ち

　

蒲
郡
を
め
ざ
し
て

２　

世
界
中
か
ら
核
兵
器
を

　

な
く
す
た
め
に

伴　

捷
文
（
自
民
党
市
議
団
）

知
柄
漁
港
臨
港
道
路
の

整
備
に
向
け
て

問
知
柄
漁
港
臨
港
道
路
は
、

漁
港
に
隣
接
す
る
未
利
用

地
の
利
活
用
が
な
い
限
り
整
備

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
未
利
用
地
に
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
漁
港
関
連
施
設

等
が
計
画
さ
れ
た
が
、
実
現
せ

無人化が予定されている三河三谷駅

潮干狩りで賑わう竹島


